
検 索七尾市議会

今議会において、提案された議会議案の結果は下記の通りです。
なお、可決された意見書は、政府各関係機関へ提出しました。

★人事案件（同意案第4号） 以下の方を適任者と認め同意した。
　 國田　邦子（中島町河崎）

平成26年度第３回定例会採決結果一覧表

議　案　名
審
議
結
果

議　案
第86号 平成26年度七尾市一般会計補正予算（第3号） 可決

議　案
第87号

平成26年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算
（第1号） 可決

議　案
第88号 平成26年度七尾市下水道事業特別会計補正予算（第1号） 可決

議　案
第89号

七尾市中心市街地の活性化に関する法律に基づく商業基盤に
係る固定資産税の特例措置に関する条例を廃止する条例について 可決

議　案
第90号 七尾市立学校設置条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第91号 七尾市保育園保育料徴収条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第92号

七尾市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営の基準に関する条例について 可決

議　案
第93号

七尾市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する
条例について 可決

議　案
第94号

七尾市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する
条例について 可決

議　案
第95号 七尾市営住宅条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第96号 七尾市営住宅譲渡に係る事業分担金徴収条例について 可決

議　案
第97号 病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 可決

議　案
第98号 訴えの提起について 可決

議　案
第99号 七尾市過疎地域自立促進計画の変更について 可決

議　案
第100号 市道路線の廃止について 可決

議　案
第101号 市道路線の認定について 可決

議　案
第102号

平成25年度七尾市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の
認定について 認定

議　案
第103号 平成25年度七尾市水道事業会計決算の認定について 認定

議　案
第104号 平成25年度七尾市病院事業会計決算の認定について 認定

議　案
第105号

平成25年度七尾市水道事業会計未処分利益剰余金の
処分について 可決

議　案
第106号 財産の取得について 可決

議　案
第107号 「財産の取得について」の議決の一部変更について 可決

同意案
第４号 人権擁護委員の推薦について 同意

報　告
第20号

平成26年度七尾市一般会計補正予算（第2号）の専決処分の
報告について 承認

議案番号 意　　見　　書　　名 採決結果

議会議案第16号 危険ドラッグに対する規制の迅速化等を求める意見書 可決

議会議案第17号 半島振興法の延長及び充実を求める意見書 可決

議会議案第18号 産後ケア体制の支援強化を求める意見書 可決

議会議案第19号 魅力ある地方都市の構築へ向けた施策の推進を求める意見書 可決

議会議案第20号 奨学金制度の充実を求める意見書 可決

議会議案第21号 軽度外傷性脳損傷に係る周知及び適切な労災認定に
向けた取り組みの推進を求める意見書 可決

議会議案第22号 雇用の安定・安心を求める意見書 可決

請願番号 請　願　名 請　願　者 結果

請願第７号
農業委員会、企業の農地所有、
農協改革など、「農業改革」に
関する意見書提出を求める請願

農民運動
石川県連合会
代表者　宮岸美則

不採択

請願第８号 政府による緊急の過剰米処理を
求める意見書提出に関する請願

農民運動
石川県連合会
代表者　宮岸美則

不採択

審委 査員 要会 旨
 総務企画常任委員会

　付託を受けた議案５件、報告１件について、慎重に審査をした結果、全会一
致をもって、いずれの議案・報告も原案のとおり可決・承認すべきものと決した。

 教育民生常任委員会

　付託を受けた議案７件、追加議案２件について、慎重に審査をした結果、
全会一致をもって可決すべきものと決した。
≪付帯意見≫　まず、少子高齢化問題に伴う人口減少問題について、国はも
とより市や議会も危機感をもって取り組まなければならない重要な課題であ
る。そこで、３月定例会の報告でも申し上げたが、少子化対策事業の中で出産
祝金支給事業費を是非とも増額していただき、少子化対策の目玉としてほし
いと思う。なかなかいい返事をいただけないが、今後、予算計上されることを
期待している。また、来年七尾美術館開館20周年記念事業として、長谷川等伯
特別展開催のための準備費用が計上されているが、平成27年３月には、北陸
新幹線金沢開業、能越自動車道の開通と交通網が劇的に変化する。これを好
機ととらえ、長谷川等伯を売り込んでもらいたい。そのためには、七尾美術館
に観光客がいつ訪れても、何かしらの等伯作品が展示してあり、鑑賞できる
ようにしてほしいと思う。色々とクリアしなければならない問題もあるかと思
うが、意気込みを持って長谷川等伯生誕の地七尾をPRしていただきたい。ス
ポーツ交流も大事だが、文化面の交流にも力を入れてほしいと思う。

 産業建設常任委員会

　付託を受けた議案６件、報告１件、請願２件について、慎重に審査をした
結果、全会一致をもって、いずれの議案・報告も原案のとおり可決・承認し
た。また請願２件は、全会一致をもって不採択すべきものと決した。
≪付帯意見≫　本年度において、観光面など交流人口の拡大につながる予
算が計上されているなかで、予算の執行状況が遅延している部分がいくつ
か見受けられた。交流人口の拡大に繋がる各種予算が執行されずにいるこ
とで、七尾市へ訪れてくれる多くの方々にとって不親切な対応にもなりかね
ないので、予算計上されている事業については迅速な対応を取るよう執行
部に強く要望する。

 決算特別委員会

　付託を受けた議案４件について、慎重に審査をした結果、全会一致をもっ
て、いずれの議案も原案のとおり認定・可決すべきものと決した。
≪付帯意見≫　市税や各種使用料などの不納欠損の件について、個々の状
況を充分考慮した上での処分であること、また、未収金の徴収に関し、日々努
力されていることは理解する。しかし、市民負担の公平性を確保するために
も、不納欠損が望ましいことではないのは当然のことであり、今後も決して
安易に不納欠損処分に及ぶことのないよう徴収率向上に向け、法的手段等
を含めた対策・体制の更なる強化を求める。また、ふるさと納税について、近
年その謝礼が注目されており、それも増収の一助になるとは思うが、本来の
趣旨に基づいた納税、そして増収のため、改めて市としてＰＲに力を入れる
ことはもちろん、納税いただいた方から他の方へと納税意識が高まり広がっ
ていくような仕組みを検討するなど、今後の積極的な取り組みを求める。

（今議会において、審議された請願は下記の通りです。）＝全会一致　　 ＝賛成多数
一般質問 危険ドラッグの取り締まりについて 大林 吉正議員（灘会）

大
林
議
員　

最
近
、テ
レ
ビ
な
ど
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に

よ
る
事
件
事
故
の
報
道
が
多
く
出
て
い
る
。危
険
ド

ラ
ッ
グ
は
販
売
の
時
点
か
ら
し
っ
か
り
と
取
り
締
ま

る
必
要
が
あ
り
、も
っ
と
強
化
す
る
べ
き
で
あ
る
。先

般
、脱
法
ド
ラ
ッ
グ
か
ら
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
名
称
が
変

わ
っ
た
が
、ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、いつ
変
わ
っ
た
の
か

伺
う
。ま
た
、
七
尾
市
で
も
危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
製
造

し
て
摘
発
さ
れ
た
事
件
が
あ
っ
た
が
、脱
法
ド
ラ
ッ
グ

と
言
わ
れ
て
い
た
当
時
の
交
通
事
故
件
数
は
ど
れ

く
ら
い
あ
っ
た
か
。

北
谷
健
康
福
祉
部
長　

脱
法
ド
ラ
ッ
グ
乱
用
者
が

交
通
事
故
な
ど
の
罪
を
犯
す
社
会
問
題
が
後
を
絶

た
な
い
状
況
を
受
け
て
、警
察
庁
と
厚
生
労
働
省
が

公
募
し
、７
月
22
日「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」に
決
ま
っ
た
。

ま
た
、交
通
事
故
に
つい
て
は
、警
察
庁
の
資
料
に
よ

る
と
、
直
近
３
年
間
で
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
使
用
で
41

人
が
全
国
で
死
亡
し
て
い
る
。危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
よ

る
交
通
事
故
は
、平
成
25
年
は
38
件
で
40
人
、平
成

26
年
度
上
半
期
は
33
件
で
33
人
が
検
挙
さ
れ
、
う

ち
３
人
が
死
亡
し
て
い
る
。

危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
取
り

締
ま
り
を
強
化
せ
よ
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
創
業
応
支
援
に
つ
い
て

■
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

一般質問 収益が見込める農業を行い、従事者を増やす施策について 西川 英伸議員（礎）

西
川
議
員　

近
年
、農
業
従
事
者
が
高
齢
化
し
、後

継
者
不
足
に
な
っ
て
い
る
な
か
、
今
後
の
新
規
就
農

者
を
増
や
し
収
益
の
あ
る
農
業
を
行
う
に
は
ど
の

よ
う
な
形
態
で
あ
る
と
考
え
る
の
か
、ま
た
七
尾
市

で
も
定
着
さ
せ
る
た
め
の
方
策
に
つい
て
伺
う
。

小
川
産
業
部
長　

七
尾
市
の
農
産
物
の
中
で
は
水

稲
が
95
％
を
超
え
る
農
家
が
作
付
け
を
し
て
い
る

が
、米
価
の
下
落
に
よ
り
小
規
模
農
家
の
所
得
は
上

が
ら
な
い
現
状
。一
方
で
は
、
野
菜
な
ど
を
直
売
所

な
ど
へ
出
し
て
所
得
を
上
げ
る
農
業
者
や
独
自
の

販
路
開
拓
を
行
っ
て
付
加
価
値
を
付
け
て
所
得
を

得
て
い
る
農
業
者
も
い
る
。市
と
し
て
は
、農
業
経
営

の
発
展
を
目
指
す
農
業
者
や
新
規
就
農
者
に
対

し
、農
業
所
得
の
向
上
を
図
る
た
め
に
水
稲
以
外
に

白
ネ
ギ
や
中
島
菜
な
ど
の
園
芸
作
物
を
取
り
込
ん

だ
複
合
経
営
を
進
め
て
い
る
。ま
た
、
圃
場
整
備
を

推
進
す
る
こ
と
で
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の
集
積
・

集
約
化
が
進
み
、経
営
規
模
の
拡
大
に
繋
が
る
と
考

え
て
い
る
。

収
益
の
上
が
る
農
業
で

就
農
者
増
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
港
湾
周
辺
地
域
の
活
性
化
施
策
に
つ
い
て

■
ハ
ッ
ピ
ー
リ
タ
イ
ヤ
メ
ン
ト
構
想
に
つ
い
て

■
印
刷
物
の
発
行
に
つ
い
て

■
域
学
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

一般質問 空き家対策について 岡部 俊行議員（灘会）

岡
部
議
員　

平
成
25
年
度
の
住
宅
土
地
統
計
調
査

で
、全
国
の
空
き
家
件
数
は
約
８
２
０
万
戸
で
総
住

宅
数
の
13
．５
％
。県
内
で
は
空
き
家
対
策
と
し
て

空
き
家
バ
ン
ク
を
設
け
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て
、

条
例
や
助
成
制
度
を
設
け
て
空
き
家
解
消
に
努
め

て
い
る
。七
尾
市
と
し
て
も
、空
き
家
対
策
に
つい
て

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。ま
た
、空

き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
つい

て
も
伺
う
。

不
嶋
市
長　

空
き
家
に
は「
危
険
な
空
き
家
」
と

「
使
え
る
空
き
家
」が
あ
り
、「
使
え
る
空
き
家
」は

空
き
家
バ
ン
ク
に
25
件
の
登
録
が
あ
る
。こ
の
う
ち

成
約
物
件
と
し
て
建
物
賃
貸
で
８
件
、建
物
売
買
で

８
件
の
実
績
が
あ
る
。「
危
険
な
空
き
家
」は
現
地
の

状
況
確
認
を
行
い
、適
切
な
処
理
に
努
め
て
い
る
が
、

近
年
「
危
険
な
空
き
家
」
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
受

け
、市
役
所
関
係
課
で
組
織
す
る
七
尾
市
空
き
家

等
対
策
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、空
き
家
の
適

正
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定
に
向
け
て
しっか
り
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。な
お
、国
が
提
出
す
る
法

案
の
状
況
も
しっか
り
見
極
め
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

空
き
家
対
策
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
少
子
高
齢
化
人
口
減
少
社
会
と
財
政
運
営
に
つ
い
て

■
新
地
方
公
会
計
制
度
に
つ
い
て

新規就農者の様子新規就農者の様子

空き家バンクのHP空き家バンクのHP
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